
 

別紙様式１ 
 

令和８年度阿賀中学校区研究推進計画 

 

校番 （８） （ 阿賀小 ）学校 

校長名    堀江 大志     

 
１ 学校教育目標 
  自ら伸びる ともに伸びる 
 
 

２ 目指す児童生徒像 

  主体的に学び，ともに伸びようとする児童生徒 

 

３ 育成を目指す資質・能力（具体の姿） 

設
定
し
た 

資
質
・
能
力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 自らへの自信 思いやり・感謝・貢献 

後
期 

各教科等に関す

る個別の知識や

技能を，それぞ

れの学年で確実

に身に付けてい

る。 

複数の事柄や資料などを関

連付け，多面的・多角的に

考察して，根拠をもって表

現することができる。 

目標に向かって，仲間

と認め合いながら主

体的にねばり強く，自

分を向上させようと

している。 

感謝の心をもち，思い

やりのある行動や責

任感のある態度で，地

域・社会に貢献してい

る。 

中
期 

複数の事柄や資料などを関

連付け，思考・判断したこ

とを整理したり再構成した

りして，目的に応じて分か

りやすく表現することがで

きる。 

目標に向かって，仲間

と認め合いながら，自

分を向上させようと

している。 

感謝の心をもち，思い

やりのある行動で，地

域や仲間，家族とつな

がりをもっている。 

前
期 

身の周りの複数の事柄や資

料について，気付いたこと

を基に比べたり例えたりし

て，順序よく表現すること

ができる。 

自分のよさや可能性

を生かして，意欲と自

信をもって取り組ん

でいる。 

相手のことを思いや

り，進んで親切にして

いる。 

 

４ 研究主題等 

(1) 研究主題 

主体的に学び，ともに伸びようとする児童生徒の育成 

     〜相互理解を深めるための対話を通して〜 

 

(2) 設定理由（校区の児童生徒の課題分析等） 
本中学校区は，令和４，５年度に「小中で創る『未来の学び』実践事業」の指定を受けな

がら，授業，生活の両面における児童生徒一人一人の「居場所」づくりに視点を当てて研究
を行った。児童生徒の居場所を「絆を実感できる場」と定義し，授業における居場所づくり
と生活における居場所づくりに取り組んだ。令和６年度は，前年度と同様に誰ひとりとり残
さず，これからの時代に求められる資質・能力の育成を目指し，授業及び生活における「居
場所」づくりの取組を，「居場所ひろげ・ふかめ」として継続・発展を図った。さらに，令
和７年度は，本中学校区児童生徒の課題であるコミュニケーションに重点を置き，特別支援
教育の視点を取り入れ，全ての児童生徒が取り組めるコミュニケーションの技能や場の設定
の工夫について取り組んできた。 
以上の取組の結果，ＱＵ検査では，要支援群児童生徒が３．４％，学級生活満足群児童生

徒は，６６％と，わずかではあるが前年度を上回る結果となり，生活における「居場所」ひ



 

ろげ・ふかめの継続した取組の成果が見られる。一方で，不登校児童生徒の割合は依然とし
て低いとは言えない状況がある。自己肯定感や自己有用感についても，７０～８０％と高ま
りは見せているものの，呉市の目指す８５％とは隔たりがある。また，全国学力・学習状況
調査の児童生徒正答率が４７～６４％と，児童生徒の学力の定着・向上につながっていない
状況があり，「授業」における居場所ひろげ・ふかめの取組には大きな課題が残った。 
このような実態を踏まえ，本年度は，昨年度取り組んできたコミュニケーション能力の育

成を土台とし，授業や生活場面で児童同士が対話を通して思いや考えを伝え合い，思考を深
めることに焦点を当てて取り組む。このことにより，授業において，児童に「分かった」「で
きた」「もっとやってみたい」を実感させ，学力の向上を目指す。また，対話を通して絆を
深めることで，自他のよさを実感させ，自己肯定感や自己有用感の向上を目指す。以上のこ
とから，本研究主題を設定した。 

 
 (3) 研究仮説 

対話を通して児童生徒が自分の考えを伝え合い，互いの理解を深めていくことができれば，
相手の気持ちを受け止めようとする姿勢など，よりよいコミュニケーションの方法が身に付
き，このことが思考の整理や表現力の向上，学力の向上にもつながると考える。その結果，
自分らしさを発揮しながら他者と主体的に関わり合い，共に成長しようとする児童生徒の育
成へと発展していくであろう。 

 
５ 研究内容 （☆…令和8年度重点項目） 
（1）「対話」を軸とした授業改善 

① 考えを広げ，深めるためのしかけ 

ア 導入：児童生徒に問いをもたせ，「やってみたい」「話してみたい」を引き出す。 

イ 教材：主体的なかかわりを促す，選択，自己決定できる教材，ＩＣＴ活用。 

☆ウ 対話 

・場の構成（自己との対話，教材との対話，他者との対話） 

・児童生徒の思考を深める発問 

エ 考えを再構築する場の設定 

オ 振り返り：対話によりどう考えが深まったか。 

   ② 発達段階に応じた話し方・聴き方の指導 

    ア 話合いの型・発表の型の作成・指導 

   

（2）相互理解を深める居場所づくり 

①教室にいるすべての児童生徒の居場所となる安全・安心な学級づくり 

ア すべての児童生徒にとって過ごしやすい物理的な環境整備 

イ ＱＵ調査など，日々の実態把握を活用した人間関係づくり 

☆ウ ソーシャルスキルトレーニングの実施 

②登校していない実態に応じた居場所づくり（本音で話せる・興味関心に沿うために） 

③登校しているが，教室に行けない実態に応じた居場所づくり（よき理解者の存在・「やって

みたい」を引き出す）→ＳＳＲ・「かがやきルーム」の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 検証について 

 

 

 
 検証の視点 方法 検証の指標 現状値 達成目標 

①「対話」を軸とし
た授業改善による
資質・能力の向上は
図れたか。 

標準学力調査 全国平均との差 

小学校 
－３．９５ 
中学校 
－０．８８ 

全国平均 
を上回る 

②居場所づくりの
取組による資質・能
力の向上は図れた
か。 

ＱＵ検査 

要支援群児童生徒の
変化 

小学校 
２．０％ 
中学校 
４．７％ 

５％未満 

学級生活満足群児童
生徒の変化 

小学校 
７０．０％ 
中学校 
６３．０％ 

７０％以上 

児童生徒アンケー
ト「自分は人の役
に立っています」 

肯定的回答の割合 

小学校 

７８．２％ 
中学校 
７２．５％ 

８０％以上 

児童生徒アンケー
ト「自分にはよい
ところがありま
す」 

小学校 

８６．５％ 
中学校 
７５．２％ 

児童生徒アンケー
ト「自分のことが
好きです」 

小学校 

７７．０％ 
中学校 
６５．３％ 

児童生徒アンケー
ト「相手がどんな
気持ちで聞いてい
るかを，考えなが
ら話せています」 

小学校 

９０．９％ 
中学校 
９０．０％ 

９０％以上 
児童生徒アンケー
ト「相手がどんな
気持ちで話してい
るかを，考えなが
ら聴いています」 

小学校 

９２．６％ 
中学校 
９５．４％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ 推進体制等 

(1) 推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
(2) 一部教科担任制実施計画 
 
ア 小学校教科担任制等 

２年・・・書写 
３年・・・書写，図工，理科，社会，音楽 
４年・・・書写，理科，社会，音楽， 
５年・・・書写，理科，社会，家庭科，外国語 
６年・・・書写，理科，社会，音楽，図工，家庭科，外国語 

 
 
イ 乗り入れ授業等（中→小） 

 
① 体育（６年）〔２学期・３時間〕 
② 音楽（６年）〔２学期・２時間〕 
③ 外国語（６年）〔２学期・３時間〕 
④ がんばり教室（６年）〔１日間〕 

 

 

 

 

 

 

心の教育の推進（担当：道徳教育推進教師） 

○中学校区の重点目標に沿った指導を徹底し児童生徒の道徳性を養う。 

 
 
 
 
 
○研究推進の方向性の決定・共通理解 
 

 

小中一貫教育推進協議会 

呉市教育委員会（担当指導主事）・校長・（教頭・主幹教諭・教務主任）・
研究主任・小中一貫教育推進 CO・生徒指導主事・教育相談 CO 
 

 

 
 
 
 
 
○会計他 
 

 

総 務 
 
 
 
 
 
○企画・運営・連絡・調整 
 

 

企画・運営 

教頭・総括事務
長・事務主幹 
 

 

小中一貫教育推進 CO（研究主任） 
 

 

 
 
 
 
 
○「個別最適な学び」の場を提供
する中で「主体的な学び」につな
がる）授業実践・研究授業実施・
分析・検証 
○「全国学力・学習状況調査」か
ら見える課題解決のための取組の
方向性と具体の共有化 

 

 
 
 
 
 
○ＳＳＲ等が個々の目標や自尊感情を
もって過ごせる居場所づくりのための
手立てや体制等を分析・検証 
○小中連携・小中一貫等による「自ら
伸びる 共に伸びる」につながる取組
推進等及びその分析・検証 

 

担当：研究主任・教務主任 

 

担当：生徒指導主事・保健主事・教育相談CO 

 

小中一貫教育合同研修会 

授業づくり部会 

生活づくり部会 

 
 
 
○児童生徒個別対応の検討 
 

 

校長・生徒指導主事・特支 CO・教育相談 CO 等 

 

ケア会議・支援会議 



 

８ 推進計画 

 

月  日 会合名 場 所 内      容 

５月１１日（月） 

小中一貫教育総会 阿賀中学校 研究の方向性の確認 

理論研修 阿賀中学校 （ 校区の指導主事 ） 

終了後 運営委員会① 阿賀中学校 今年度の方向性の確認 

５月２３日（土） 
小中合同活動① 

阿賀小運動会 
阿賀小学校 阿賀中ソーラン隊による応援演舞 

６月２日（火） 小中合同活動② 阿賀小学校 
中学校生徒会執行部による小学校生活朝会へ

の参加 

６月４日（木） 小中合同活動③ 地域へ 小中合同あいさつ運動 

６月１６日（火） 

公開授業① 阿賀中学校 阿賀中２年 国語科 小早川教諭 

理論研修 阿賀中学校 呉市教育委員会 学校教育課 西林指導主事 

終了後 運営委員会② 阿賀中学校 公開授業，小中合同活動の反省 

６月２４日（水） 授業参観 阿賀小学校  中学校の教員が小学校の授業を参観 

終了後 運営委員会③ 阿賀小学校  授業参観，小中合同活動の反省 

７月１３日（月） 小中一貫だより  内容－めざすもの・公開授業・小中合同活動について 

７月２２日（水） 乗入れ（中→小） 阿賀小学校 
 がんばり教室 

（小６年・夏季休業補充学習での指導） 

７月３１日（金） 小中合同研修会 阿賀中学校 
部会別協議， 

ソーシャルスキルトレーニング研修 

９月１０日（木） 小中合同活動④ 地域へ 小中合同あいさつ運動 

１０月７日（水） 小中合同活動⑤ 阿賀町内 クリーンアップ AGA（アガデミア） 

１０月１５日（木） 乗入れ（中→小） 阿賀小学校 【小学校６年生】保健体育乗入れ授業 

１０月１９日（月） 

２０（火） 

小中合同活動⑥ 呉高専Ｇ 

阿賀小Ｇ 

陸上競技講習会 

１０月２７日（火） 

公開授業② 阿賀小学校 阿賀小 ４年 国語科 松浦教諭 

理論研修 阿賀小学校 呉市教育委員会 学校教育課 西林指導主事 

終了後 運営委員会④ 阿賀小学校 公開授業，小中合同活動の反省 

１０月３０日（金） 小中合同活動⑥ 阿賀中学校  防災フェスタ 

１１月 ５日（木） 合唱鑑賞会 阿賀小学校 
 中学校の合唱コンクール（文化発表会）で学校代

表に選ばれた学級の合唱を小学生が鑑賞する。 



 

１１月 ５日（木） 小中合同活動⑦ 地域へ  小中合同あいさつ運動 

１１月 ９日（水） 乗入れ（中→小） 阿賀小学校 【小学校６年生】音楽乗入れ授業 

１１月１７日（火） 乗入れ（中→小） 阿賀小学校 【小学校６年生】外国語乗入れ授業 

１１月２５日（水）

〜２７日（金） 
小中合同活動⑧ 

阿賀小学校 
ソーラン講習会 

中学生による小学生へのソーラン指導 

１２月１２日（土） 阿賀公民館 アガデミア文化発表会 

１２月１４日（月） 小中一貫だより 内容－公開授業・アガデミア・小中合同活動・乗入れ 

１月２２日（金） 
オープンスクール 

阿賀中入学説明会 
阿賀中学校 

体験授業と部活動参観 

新１年生に向けての説明会 

１月２８日（木） 小中合同活動⑨ 地域へ 小中合同あいさつ運動 

１月２８日（木） 

公開授業③ 阿賀中学校 中学１年 数学科 宮田教諭 

運営委員会⑥ 阿賀中学校 
公開授業，小中合同活動，オープンスクール，

入学説明会の反省 

２月２２日（月） 

合同研修会 阿賀小学校 １年間の取組の振り返り 

理論研修 阿賀小学校 呉市教育委員会 学校教育課 西林指導主事 

終了後 運営委員会⑦ 阿賀小学校 
小中合同活動の反省 

成果と課題の整理，来年度に向けて 

３月３日（水） 小中一貫だより  内容－オープンスクール・阿賀中入学説明会・公開授業 

３月１７日（水） 運営委員会⑧ 阿賀中学校  次年度の方向性の確認 

 

 

※担当職員同士は運営委員会を受け，随時，連携を図る。 

 

９ その他 
・小中合同行事等 

   ① 小中合同あいさつ運動 ② 阿賀小運動会への応援参加（吹奏楽部・ソーラン隊） 
   ③ クリーンアップ阿賀（アガデミア）  ④ 陸上講習会  ⑤ 合唱鑑賞会 

  ⑥ ソーラン講習会  ⑦ アガデミアふれあい文化発表会  ⑧ 部活体験活動 
  ・小中一貫だより『阿賀っ子』 

学期に１回（年間３回）幹事校が発行する。（本年度は呉市立阿賀中学校） 

 


